























た。 J (v. 1l 9) というマリーの言葉からひき出せるのは、性的交渉による肉体
の罪ということである。具体的にはどういう事をさすのか。
メルシェーカンピッシュの指摘するように 2) 、 「誰でもがやって来て、私の
肩に手を置くのではないかしら。J (v.115) r私は自分を売り渡し、所有され
てしまった。J (v.118) という言葉によって示される娼婦の行為なのであろう
か。しかし、 v.115は前行の「哀れなものを見に来るがいし、! J という表現の
続きと取るべきで、ここは全ての人によって京れむべきものと認定される自己
を語っているに過ぎず、娼婦を意味しているわけではあるまし」また、 v. 1l 8
も性的交渉を語っているに過ぎず、売春行為をさしているわけではない。次行
で「他の誰もが皆自分の魂を所有しているというのに、私の身体の上にはある
テキスト: Paul Claudel , Th駘itre 1 , {La Pléiade} , 1967 (行数はプチに倣って全体を通してのも
の)。
前稿で参照の文献は書名以外は省略。
1) Gallia , NO 31 , 1991 , pp. 247 -256. 






更に、売春行為と取るには、 「赦しをも打ち砕く罪J (v .104) という表現が
余りにも強すぎると言えよろ。この「赦し (pardon) J が v.144の「赦しの記録



















































むけてしまうのである。 v.172 -v . 174の「だめだ/できない。/献して、も
う僕に触らないで。」というアンリの言葉が、 v.101の「この荘、があなたに触




















{s田ur / Jadis d' un nom / Par moi nomm馥 impie~という非常に複雑な構文















{nom~、 (impie~の三語を強調するためにこの構文を選んだのだろう 6) としな
がらも、具体的な意味作用にまで言及していない。
筆者の解釈を示すならば、この錯綜した構文の意図するところは、出来れば
4) Paul Claudel , ]ournol !, ~La Pléiadeþ , 1968 , p.35. 
5) Paul Claudel , 誣res en þr，ωe ， (La Pléiade) , 1965 , p. 32. 
































7) lbid. , p. 31; Malicet , Leclure ρsycha叩Iytiqzæde I '誦vre de Cla似た'1 ， t.1 , p.165. 
























実際、 v. 145 -v . 146の「心痛のあまり狂ってしまった老人が/わが娘の亡骸
をIlrfl 、荒地へ、海の国の方へさし掲げるように。J (v.145-v.146. 下線筆者)
という、コーディーリアの亡骸を腕に死の世界へと歩み入っていくリア王のイ























































まさに我々がかつてその毒を味わったことのあるあの世紀病だ。 J (Pr. , p.874) とす
る部分である。
従来から論議の多い箇所で、ヴ γ リヨンはこのエレク卜ラを作品名と取り、アイスキュ
ロスをエウリピデスの書き誤りとしている (Varillon ， C/aude/ , pp.21 et 94)。それに
対し、マリセは、手稿においてエレクトラに下線が施されていないところから人物名と
し、ヴァリヨン説を退ける (Richard lVa_.!?)ler , 馘. crit. et comment白， Belles Letｭ




ン説を完全に退けることはできないとする (Espiau de 1a Maëstre , Humanisme c/a:o 












































(v .1091-v .1092) と語っているが、彼にとってエレク卜ラは妻となるべき人
であり、その人と死を共にしようというのである。アンリもまた、マリーへの
愛故に彼女の許に戻って来たため、死に追いやられる。そして、死を前にして、











も辛い知らせj(v. 58_':v .59) =死を告げる。更に、この同じ知らせが、第 1 場
の省略部分で「兄」からマリーに告げられたことが彼女の台詞から推測される。
しかし、 『オレステス』と『断章』を繋ぐ最も太い幹はそのタイトルにある
と言えよう。これは渡辺守章氏も指摘している 15) ことであるが、 『断章』の
タイトルを『オレステス』の中に見出すことができるのである。
1925年、 Fr. ルフェーブルによるインタヴューの中で、作者は『断章』の題
















16) ,17) Lefêvre , Une lleure αvec ..., 3鑪e série , Gallimard , 1925 , pp. 154 -155. 
29 
因、如何なる状況の下に行われたかは不明で、あり、親殺しのテーマは近親相姦
のテーマほどには強く断定で、きないのも事実である。
紙幅の関係上、本稿では二大テーマしか扱うことができなかった。次稿では、
残りのテーマを通してこのドラマの創作意図を明らかにし、また、『真昼に分
かつ』との関係にも触れたい。
